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組
合
長 

挨
拶 

要
旨

当
組
合
の
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
に
、
春
作
業
等

で
お
忙
し
い
中
、
総
代
会
に
引
き
続
き
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
総
代
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
お
ま
た
、ご
来
賓
の
皆
様
方
に
は
、ご
多
用
の
中
、

ご
臨
席
賜
り
、
ご
光
彩
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
の
式
典
は
、

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
昨

今
の
状
況
か
ら
、
計
画
を
大
幅
に
変
更
・
縮
小
し
て
の

開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
皆
様
方

に
は
、
何
か
と
ご
不
便
等
を
お
か
け
す
る
点
も
あ
ろ
う

か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
当
組
合
は
、
平
成
十
三
年
の
合
併
か
ら
二
十

年
、
こ
の
間
、
木
造
住
宅
着
工
戸
数
の
落
込
み
、
木
材

価
格
の
低
迷
、
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
等
、
林
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い
中
、
歴
代
役
職

員
の
皆
様
の
弛
み
な
い
ご
尽
力
と
、
組
合
員
の
皆
様
の

ご
協
力
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
皆
様
を
始
め
と
す
る
関
係

機
関
・
関
係
団
体
の
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ
っ

て
、
今
日
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

深
甚
な
る
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
組
合
は
、
事
業
の
効
率
化
を
目
指
し
て
、
森
林 

境
界
明
確
化
事
業
に
い
ち
早
く
着
手
す
る
と
と
も
に
、

搬
出
間
伐
を
中
心
と
し
た
事
業
を
進
め
る
た
め
、
直
営

林
産
班
の
組
織
化
や
高
性
能
林
業
機
械
の
整
備
も
精
力

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、

懸
案
の
森
林
組
合
本
所
「
創
森
館
」
が
完
成
し
、
そ
の

後
の
事
業
運
営
に
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
は
、
信
州
大
学
等
と
連
携
し
て
実
施

し
た
、「
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
情
報
を
使
用
し
た
持

続
的
な
ス
マ
ー
ト
精
密
林
業
技
術
の
開
発
」 

が
、
画
期

的
な
先
進
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
、
こ
う
し
た
技
術
の

有
効
活
用
に
よ
り
、
生
産
性
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し

て
、
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
人

工
林
が
伐
期
を
迎
え
る
中
、
林
業
は
、
厳
し
い
な
が
ら

も
、
新
し
い
時
代
の
到
来
が
感
じ
ら
れ
る
、
様
々
な
制

四
月
二
十
三
日
（
土
）
に
飯
山
市
文
化
交
流
館
「
な

ち
ゅ
ら
」
で
、
組
合
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
初
、「
む
さ
さ
び
45
号
」
で
皆
様
に
ご
案
内
し

た
内
容
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
と
も
な
い
、
内
容
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
、
野

沢
温
泉
村
出
身
の
西
方
仁
也
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

記
念
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
感
染
防
止

対
策
と
し
て
縮
小
開
催
と
し
た
こ
と
か
ら
、
断
念
い

た
し
ま
し
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
で
、
木

島
平
村
出
身
の
山
本
涼
太
選
手
の
活
躍
な
ど
あ
り
、

西
方
様
の
講
演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
開
催
に
向
け
た
状
況
と

し
て
、
感
染
状
況
の
劇
的
変
化
を
期
待
し
て
開
催
す

る
訳
に
も
い
か
ず
、
た
い
へ
ん
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
講
演
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
の
招
待
に
つ
き
ま
し
て
も
、
当
初
計
画
で
は

来
賓
と
し
て
国
・
県
・
市
町
村
関
係
者
か
ら
関
係
団
体
、

取
引
先
等
百
三
十
名
ほ
ど
の
皆
様
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
縮
小
開
催
と
な
る
こ
と
か
ら
限
定
し
た

中
で
最
小
限
の
招
待
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
染
防

止
策
を
徹
底
し
た
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
総
代
の
皆
様
に
は
、
総
代

会
か
ら
長
時
間
に
わ
た
り
参
加
い
た
だ
き
、
あ
ら
た

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
来
賓
と
し
て
、
長
野
県
北
信
地
域
振
興
局
長
、

北
信
森
林
管
理
署
長
、
管
内
選
出
県
議
会
議
員
、
各

市
町
村
長
、
各
市
町
村
議
会
議
長
、
長
野
県
森
林

組
合
連
合
会
専
務
理
事
、
近
隣
の
森
林
組
合
長
、
当

組
合
の
元
正
副
組
合
長
の
皆
様
に
御
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
。

竹
内
副
組
合
長
の
開
式
の
こ
と
ば
か
ら
始
ま
り
、

清
水
組
合
長
の
主
催
者
挨
拶
、
元
組
合
長
へ
の
感
謝

状
贈
呈
、
二
十
年
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
、
来
賓
祝
辞
は

北
信
地
域
振
興
局
長
、
北
信
森
林
管
理
署
長
、
丸
山

県
議
会
議
長
、
飯
山
市
長
、
飯
山
市
議
会
議
長
、
県

森
連
専
務
理
事
の
六
名
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
に
来
賓
紹
介
を
行
い
、
最
後
に
平
田
総
務
委
員

長
の
閉
式
の
こ
と
ば
で
式
典
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

司
会
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
、
伊
東
ゆ
か
り
様
の
、

機
転
の
利
い
た
進
行
で
、
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
思
い

出
深
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

感染拡大により内容縮小して記念式典を開催しました

主催者挨拶をする清水組合長

飯
山
市
文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ
ら
」
で

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
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式
典
で
は
、
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
、
組
合
運
営
に
ご
尽
力
く
だ

さ
り
、
当
組
合
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
、
そ
の
情
熱
と
功
績
に
敬
意
を

表
し
、
三
人
の
元
組
合
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
第
四
代
組
合
長
の
髙
森
壽
實
夫
氏
と
第
五
代
組
合
長
の
中

山
稿
一
氏
が
出
席
さ
れ
、
清
水
組
合
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

初
代
組
合
長
の
小
山
邦
武
氏
は
、
所
用
の
た
め
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
の
ご
盛
会
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す

二
十
年
前
の
立
ち
上
げ
の
頃
の
事
を
懐
か
し
く
思
い
起
し
て
お
り

ま
す

森
づ
く
り
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
仕
事
で
あ
り
素
晴
ら
し
い

事
業
で
す

本
日
は
出
席
叶
わ
ず
誠
に
残
念
で
す
が
皆
様
が
今
後
な
お
一
層
の

ご
躍
進
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
山　

邦
武　

度
が
動
き
出
し
て
き
て
お
り
ま
す
。　

新
た
な
森
林
管

理
制
度
は
、
市
町
村
を
主
体
と
し
た
森
林
整
備
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
し
、
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
財
源
補

填
、
そ
し
て
ま
た
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
制
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
林
業
県
と
し
て
の
今
後
の
た
め
、
そ
の
制

度
の
継
続
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

パ
リ
協
定
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

の
動
き
な
ど
に
よ
っ
て
も
、

森
林
へ
の
意
識
や
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
昨
年
春
に
起
き
た
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、

今
後
の
国
産
材
安
定
供
給
の
展
望
へ
の
課
題
も
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。 

森
林
整
備
、
木
材
生
産
が
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
関
連
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
る
社
会
に
向
け
て
、
人
材
の
確
保
や
技
術
の
向

上
、
機
械
力
の
整
備
等
に
よ
る
効
率
化
を
、
一
層
進
め
、

増
産
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

設
立
か
ら
二
十
年
と
い
う
節
目
に
当
た
る
令
和
三
年

度
の
決
算
は
、
お
陰
様
で 

こ
れ
ま
で
に
な
い
当
期
利

益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
も
偏
に
、

歴
代
役
職
員
の
皆
様
が
、
組
合
員
の
皆
様
と
と
も
に
、

大
変
な
ご
苦
労
の
も
と
に
築
き
上
げ
て
い
た
だ
い
た
経

営
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
で
、
改
め
て
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
四
年
度
は
、
系
統
運
動 

「
Ｊ

Ｆｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
北
信
州
森
林
組
合
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」 

の

初
年
度
に
当
た
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
新

た
な
事
業
展
開
も
盛
り
込
ん
だ
十
ヵ
年
計
画
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
間
伐
中
心
の
展
開
か
ら
、
樹
齢
に
応

じ
て
主
伐
・
再
造
林
へ
の
移
行
や
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

用
燃
料
材
な
ど
、
広
葉
樹
を
対
象
と
し
た
事
業
展
開
も

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
北
信
州
森
林
組
合
は
、
今
日

の
日
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
ま
た
、
新
し
い
歴
史

を
刻
み
始
め
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
役
職
員
一
同
、

組
合
員
の
皆
様
か
ら
、
よ
り
頼
り
に
さ
れ
る
組
合
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
来
賓
の
皆
様
、

組
合
員
の
皆
様
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
支
援
の
程
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

式
典
の
メ
イ
ン
と
な
る
「
二
十

年
の
あ
ゆ
み
」
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
伊
東
ゆ
か
り
様
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

国
・
県
・
市
町
村
等
か
ら
の
請

負
事
業
が
主
で
あ
り
、
草
刈
り

藪
刈
り
な
ど
の
造
林
事
業
が
主
体

だ
っ
た
森
林
組
合
が
、
組
合
員
の

所
有
山
林
で
の
受
委
託
事
業
で
あ

る
、
林
産
事
業
を
主
体
と
す
る
森

林
組
合
に
変
貌
す
る
ま
で
の
経
過

と
、
そ
の
た
め
の
森
林
境
界
明
確

化
の
取
組
み
、
最
新
技
術
の
導
入

な
ど
に
つ
い
て
、
当
時
の
画
像
か

ら
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

新
た
な
取
組
み
と
と
も
に
、
更
な

る
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。

皆様のおかげをもちまして設立から20年経過しました

20 年のあゆみをパワーポイントで紹介

出席された 2 名の元組合長に感謝状を贈呈

記念撮影に応じる髙森氏と中山氏と
清水組合長 （右から）

三
人
の
元
組
合
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
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令
和
四
年
四
月
二
十
三
日
（
土
）
に
飯

山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
に
お
い
て
第

二
十
一
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
二
〇
〇
名
の
う
ち
本
人
出
席

五
十
九
人
、
書
面
出
席
八
十
九
人
、
合
計

百
四
十
八
人
の
出
席
で
、
総
代
会
議
長
に

飯
山
地
区
選
出
総
代
の
野
口
幸
太
郎
さ
ん

を
選
出
し
て
議
事
が
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ

た
十
議
案
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
出
席
率
が
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
郵
便
事
情
が
変
わ
っ
た
た
め

で
、
二
十
五
日
（
月
）
に
届
い
た
書
面
議
決

書
が
三
十
通
（
無
効
）
も
あ
り
、
次
期
開
催

に
向
け
て
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、

来
賓
の
皆
様
に
は
設
立
二
十
周
年
記
念
式

典
だ
け
の
出
席
と
し
て
い
た
だ
き
、
組
合

員
表
彰
と
永
年
勤
続
表
彰
は
紹
介
だ
け
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
ま
し
た
が
、
経
済
活

動
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
回
復
基
調
で
動
き
始
め
ま
し
た
。

世
界
規
模
で
資
材
調
達
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
で
は
、
分
断
さ

れ
た
供
給
網
の
修
復
は
容
易
で
は
な
く
、
多
く
の
業
種
は

資
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
木
材
業
界
も
例

外
で
は
な
く
、「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
現
象

に
発
展
し
、
昨
年
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
旺
盛
な
原
木
需

要
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
原
木
価
格
が
高
騰
し
、
販
売
面
で
プ
ラ
ス
効
果

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
事
業
全
体
で
は
、
初
め
て
の
取
組
み

と
し
て
、
松
本
広
域
森
林
組
合
か
ら
受
注
し
た
松
く
い
虫

被
害
木
処
理
事
業
に
よ
り
、
雪
の
影
響
を
受
け
や
す
い
時

期
の
事
業
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
期
事
業
で
は
、
飯
山
市
内
の
積
雪
が
十
年
ぶ

り
に
２ｍ
を
超
す
な
ど
、
近
年
に
な
い
大
雪
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
素
材
生
産
量
実
績
は

一
万
四
千
五
百
七
十
一
㎥
と
前
年
の
一
万
三
千
六
百
三
十
五

㎥
を
上
回
り
、
販
売
の
取
扱
髙
は
前
年
対
比
１
１
４
％
の

一
億
二
千
四
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
収
益
は
、
販
売
で
七
百
八
十
七
万
円
（
前
年
対

比
41
％
）、
森
林
整
備
で
一
億
六
千
百
一
万
円
（
前
年
対
比

１
２
３
％
）
と
な
り
、
販
売
事
業
で
は
、
国
有
林
立
木
公
売

を
落
札
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
前
年
を
大
き
く
下
回
り
ま

し
た
が
、
森
林
整
備
で
は
、
国
有
林
生
産
請
負
の
事
業
量
増

加
や
松
本
広
域
森
林
組
合
と
の
連
携
事
業
な
ど
が
加
わ
っ

た
こ
と
か
ら
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
で
は
、
利
用
事

業
収
入
が
六
千
八
百
七
十
六
万
円
（
前
年
対
比
１
１
６
％
）、

受
託
利
用
事
業
（
除
雪
）
が
一
億
四
千
二
百
七
十
五
万
円

（
前
年
対
比
１
４
９
％
）
と
な
り
、
利
用
全
体
で
は
前
年
対

比
１
３
１
％
の
二
億
四
千
七
百
六
十
八
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
全
体
の
損
益
で
は
、
収
益
合
計
四
億
三
千
百
四
十
四
万

円
（
前
年
対
比
１
２
２
％
）
に
対
し
て
、
費
用
合
計
が

二
億
七
千
六
百
五
十
八
万
円
（
前
年
対
比
１
１
０
％
）
と
な

り
、
事
業
総
利
益
は
一
億
五
千
四
百
八
十
六
万
円
と
前
年
対

比
で
１
５
３
％
、
計
画
対
比
で
は
１
３
６
％
と
大
き
く
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
管
理
費
は
一
億
千
七
百
五
万
円
（
前
年
対
比

１
０
４
％
）
で
事
業
利
益
は
三
千
七
百
八
十
一
万
円
と
な
り
、

事
業
外
損
益
、
特
別
損
益
を
加
え
た
、
税
引
前
当
期
利
益

は
三
千
八
百
五
十
八
万
円
と
、
組
合
設
立
以
来
、
最
高
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

剰
余
金
処
分
案
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
以
来
と
な
る
出

資
配
当
（
５
％
）
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

配
当
は
賦
課
金
と
の
相
殺
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第21回通常総代会を開催しました。

感染防止のため、座席間隔を開けて開催しました。

令
和
三
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
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木
材
販
売
は
、
受
託
林
産
事
業
一
万
二
百
七
十
一
㎥
、
受
託
販
売
二
十
四
㎥
を
販
売
し
ま
し

た
。木
材
生
産
量
は
、生
産
請
負
四
千
三
百
㎥
を
含
め
一
万
四
千
五
百
七
十
一
㎥
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
額
で
は
受
託
林
産
一
億
二
千
四
十
一
万
円
、
受
託
販
売
百
十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
整
備
の
主
軸
と
な
る
受
託
林
産
事
業
で
は
、
受
託
森
林
整
備
取
扱
高
は
前
年
対
比

１
２
９
％
の
一
億
二
千
万
円
と
な
り
、
収
益
と
な
る
管
理
費
収
入
は
三
千
七
十
五
万
円
で
前

年
対
比
１
１
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
請
負
事
業
で
は
、
林
業
公
社
、
国
有
林
な
ど
か
ら

造
林
事
業
や
生
産
請
負
な
ど
で
一
億
二
千
九
百
五
十
四
万
円
で
、
森
林
整
備
全
体
で
は
収
益

一
億
六
千
百
一
万
円
と
な
り
、
損
益
は
六
千
四
百
六
十
九
万
円
で
前
年
対
比
１
９
８
％
と
な
り

ま
し
た
。

利
用
事
業
で
は
、
大
雪
に
よ
り
受
託
利
用
事
業
（
除
雪
）
が
、
前
年
対
比
で
１
４
９
％
の

１
億
四
千
二
百
七
十
五
万
円
と
大
幅
増
収
と
な
り
、
利
用
事
業
も
庭
木
の
特
殊
伐
採
や
電
力
施

設
関
連
事
業
の
受
注
が
堅
調
で
前
年
対
比
１
１
６
％
の
六
千
八
百
七
十
六
万
円
と
増
収
と
な
り

ま
し
た
。
利
用
全
体
の
収
益
は
、
二
億
四
千
七
百
六
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
代
会
で
は
、
受
託
林
産

事
業
に
お
い
て
、
素
材
生
産

の
取
扱
量
が
特
に
優
れ
て
い

た
、
団
体
お
よ
び
個
人
の
表

彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
下
記
の
二
名
の
方
の

受
賞
の
紹
介
が
あ
り
、後
日
、

感
謝
状
と
金
一
封
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
の
全
国
森
林

組
合
連
合
会
と
長
野
県
森
林

組
合
連
合
会
の
永
年
勤
続
表

彰
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

表
彰
者
は
下
記
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和３年度受託林産事業素材生産量第 1 位

団体の部 山ノ内町 （株）佐野共有林　様 出材量 1050㎥
個人の部 山ノ内町 小林　利雄　様 出材量 373㎥

永　年　勤　続　職　員

林 産 班 員 片塩　秀樹 勤続 20 年以上（全森）
参 　 　 　 事　 田中　　忠 勤続 20 年以上（全森）
利用事業室長 高橋　　優 勤続 20 年以上（全森）
林 産 班 班 長 島田　裕太 勤続 20 年以上（県森）
業務課計画係 川久保　純 勤続 10 年以上（県森）
業務課計画係 清水謙士郎 勤続 10 年以上（県森）

組
合
員
・
職
員
の
表
彰
の
紹
介
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今
年
度
は
、「
Ｊ
Ｆｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
北
信
州
森
林
組
合
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
木
材
生
産
の
主
体
を
間
伐
か
ら
主
伐
へ
徐
々
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

新
シ
ス
テ
ム
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
含
め
た
効
率
化
を
進
め
、
よ
り
安
定
し
た
経

営
と
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
人
材
確
保
や
技
術
の
向
上
、
機
械

力
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
、
増
産
体
制
を
目
指
し
ま
す
。
栄
村
地
籍
に
計
画
さ

れ
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
中
期

計
画
の
見
直
し
や
広
葉
樹
の
活
用
、
施
設
整
備
な
ど
を
検
討
し
事
業
を
進
め
ま
す
。

森
林
税
第
三
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
森
林
・
林
業
に
は
必
須
の
制
度

で
あ
り
、
そ
の
継
続
を
関
係
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
て
県
に
強
く
要
望
い
た
し
ま

す
。
木
材
販
売
で
は
、
地
域
の
製
材
工
場
、
系
統
を
通
じ
た
大
規
模
需
要
者
へ
の

販
売
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
や
オ
ガ
粉
原
料
な
ど
様
々
な
需
要
先
へ
の
有
利
販
売
を

進
め
、
組
合
員
へ
よ
り
多
く
の
還
元
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
的
機
関
発
注
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
、
長
野
県
、
中
野
市
、
飯
山
市
、

山
ノ
内
町
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
妙
高
市
か
ら
発
注
さ
れ
る
森
林
整
備
事

業
等
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
長
野
県
林
業
公
社
、
国
立
研
究
開
発
法
人

森
林
研
究
・
整
備
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
る
森
林
整
備
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
っ
て
進
め
ま
す
。

令
和
四
年
度
の
取
扱
計
画
は
、
収
益
三
億
七
千
四
百
三
十
五
万
円
、
受
託
販

売
百
万
円
、
受
託
林
産
一
億
二
千
七
百
十
八
万
円
、
受
託
森
林
整
備
九
千
万
円

で
合
計
五
億
九
千
二
百
五
十
三
万
円
程
の
取
扱
い
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
し
た
、
本
所
駐
車
場
の
拡
張
に
つ
い
て
農
振
解
除
、

農
地
転
用
が
許
可
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
駐
車
場
造
成
工
事
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。
ま
た
、
大
雪
で
倒
壊
し
た
旧
お
が
粉
工
場
建
屋
の
新
築
を
含
め
た
赤
坂

林
産
事
業
所
の
再
整
備
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
導
入
な
ど
固
定
資
産
取
得
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

第
十
号
議
案
で
左
表
の
十
二
名
に
つ
い
て
、

除
名
を
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
何
度
も
納
入
の
お
願
い
を
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
脱
退
届
の
提
出

を
勧
め
て
い
ま
す
。
広
報
誌
で
も
広
報
し
ま
し

た
が
、
ま
っ
た
く
応
じ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の

で
、
今
回
３
年
以
上
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に

つ
い
て
、
除
名
に
つ
い
て
附
議
し
、
決
定
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
除
名
決
議
通
知
書
に

よ
り
弁
明
の
機
会
を
設
け
る
旨
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
異
議
、
弁
明
に
つ
い
て
の
申
し
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
同
意
さ

れ
た
も
の
と
み
な
し
、
今
回
の
議
決
に
至
り
ま

し
た
。

出
資
金
に
つ
い
て
は
、
未
納
賦
課
金
と
の
相

殺
を
優
先
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
相
殺

後
残
金
の
請
求
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

令
和
四
年
度
事
業
計
画

組
合
員
の
除
名
に
つ
い
て
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令
和
四
年
二
月
二
十
六
日
の
夜
間
に
山
ノ
内
町
大
字

夜
間
瀬
に
あ
り
ま
す
赤
坂
林
産
事
業
所
の
旧
お
が
粉
工

場
（
昭
和
六
十
年
建
設
）
の
建
屋
が
、
積
雪
に
よ
り
倒

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
録
画
画
像
か
ら
午
後
九
時
頃
に
倒
壊

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

赤
坂
林
産
事
業
所
の
他
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
雪
下

ろ
し
を
二
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
建
物
の
屋
根
は

自
然
落
下
と
な
っ
て
お
り
、
雪
下
ろ
し
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
は
一
月
に
一
回
落
下
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
豪
雪
を
経
験
し
て
き
ま
し
た

が
、
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
よ

う
な
倒
壊
が
起
こ
る
と
は
、
ま
っ
た
く
予
想
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

総
代
会
で
赤
坂
林
産
事
業
所
の
再
整
備
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
倒
壊
し
た
建
物
の
火
災
保
険
か
ら
保
険
金

千
四
百
万
円
ほ
ど
が
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
に
解
体
撤
去
工
事
入
札
を
行
い
、
山
岸
木
材
㈱
が

落
札
し
工
事
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
に
鉄
骨
に
よ
り
、
切
妻
屋
根
の
勾
配
を
こ
れ

ま
で
の
南
北
か
ら
東
西
に
変
更
し
た
建
屋
建
設
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
倒
壊
し
た
建
屋
内
に
あ
っ
た
給
油
所
の
移
動

式
屋
根
も
損
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
給
油
所
の
屋
根
も
必
要

で
あ
り
、
事
務
所
棟
も
劣
化
が
酷
い
た
め
、
新
し
い
建
物

内
に
事
務
所
を
移
す
こ
と
な
ど
、
赤
坂
林
産
事
業
所
の
再

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
設
計
士
と
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
冬
季

除
雪
事
業
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
建
設
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

倒壊前 R4.2.26 PM5 時頃 防犯カメラ画像

以前の建物の姿

解体撤去工事完了後の状況

倒壊状況　ドローン撮影画像

倒壊状況

赤坂林産事業所の旧おが粉工場が積雪により倒壊



 本　　　所
 〒383-0061 中野市大字壁田938番地1
 TEL 0269-38-0371（代）
 FAX 0269-23-5350

 利用事業室
 〒389-2255 飯山市大字静間383番地14
 TEL 0269-62-8111
 FAX 0269-67-0120

編集後記
20 周年記念誌は皆さんのところに届いたでしょ

うか。記念誌と記念品、系統運動方針冊子を同封

して 700ｇとなります。郵便局でも 1 日に多くは

扱えないということで、何日もかかってしまいまし

た。役職員で頑張って製作した記念誌です、ぜひ

ご覧ください。

設
立
二
十
周
年
記
念
誌
を
各
組
合
員
へ
郵

送
し
て
い
ま
す
。
郵
便
局
の
都
合
で
一
日
に

三
百
通
程
度
が
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
毎
日
、
写
真
の
よ
う
に
宛
先

不
明
で
戻
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
台
帳
に
あ
る
住
所
と
、
実
際
の
住

所
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

特
に
、
近
く
で
あ
っ
て
も
地
番
の
違
う
土
地

に
家
を
建
て
た
と
い
う
こ
と
が
原
因
と
し
て

多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
住
民
票
の
住
所
変

更
を
さ
れ
て
い
て
も
、
森
林
組
合
の
組
合
員

台
帳
の
住
所
が
変
更
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

か
つ
て
、
森
林
組
合
の
事
務
所
が
役
場
内

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
町
村
と
同
じ
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
森

林
組
合
は
市
町
村
と
は
別
の
組
織
で
す
の

で
、
森
林
組
合
へ
の
届
出
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

相
続
さ
れ
た
時
や
、
住
所
が
変
わ
っ
た
時

は
、
異
動
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

異
動
届
の
様
式
は
、
本
所
・
利
用
事
業
室

に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
に

お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
記
入
の
仕
方
を
説

明
し
て
様
式
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
都
合
の
付
か
な
い
方
は
、
電
話
で

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
届
出

様
式
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

方
は
、
北
信
州
森
林
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
組
合
員
の
方
へ
」
を
ク
リ
ッ
ク
で
開
い
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
異
動
届
様
式
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で

入
手
い
た
だ
け
ま
す
。

届
出
が
さ
れ
な
い
と
、
今
回
の
よ
う
に
郵

送
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
重
要
事
項
が
発
生
し

て
も
お
伝
え
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

森
林
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
届
出
が

な
い
と
台
帳
の
記
載
事
項
の
変
更
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず

異
動
届
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
本
所
・
利
用
事
業
室
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
28
ペ
ー
ジ　

主
な
出
来
事

　

長
野
県
林
業
関
係
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

　
（
正
）
渡
辺
栄
次
氏　

県
森
連
会
長
賞

　
（
誤
）
渡
辺
則
雄
氏　

県
森
連
会
長
賞

組
合
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
関
係
各
位
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す

る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

異動届の提出お願いします。
相続や住所変更の時は、必ず森林組合への異動届の提出を！！

3 月 31 日付人事異動
 定年退職 

参事　田中　忠

4 月 1 日付人事異動
 異　動

業務課事業係
主任　中沢千恵子

（主事）

業務課計画係
主任　河野　透（技師）
技師　川久保純

（森林施業技術員）

 再雇用
参事　田中　忠

総務課会計係
主事　小林和江

業務課利用事業室
技師　平田昌美

 新規採用
造林班
技能職員　河野大夢

毎日このように宛先不明で戻ってきています。

二
十
周
年
記
念
誌
が
届
き
ま
せ
ん
。

設
立
20
周
年
記
念
誌
の

　
掲
載
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。




